
課
題
解
決
に
向
け
た
大
き
な
一
歩

↑調印後、手を取り合う川添町長、東学長、丁子校長（写真左から）

長
岡
技
術
科
学
大
学
と
連
携
協
定

　

１
月
19
日
、
町
は
新
潟
県
長
岡
市

に
あ
る
国
立
大
学
法
人
長
岡
技
術
科

学
大
学
（
東
信
彦
学
長
＝
以
下
「
長

岡
技
科
大
」）、
独
立
行
政
法
人
国
立

高
等
専
門
学
校
機
構
鹿
児
島
工
業
高

等
学
校（
霧
島
市
＝
丁ち

ょ
う
じ子

哲
治
校
長
）

の
３
者
に
よ
る
包
括
的
連
携
協
定
調

印
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

長
岡
技
科
大
は
町
の
基
幹
産
業
で

あ
る
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
種
苗
生
産
技
術

の
研
究
に
昨
年
11
月
か
ら
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

協
定
は
、
両
校
の
専
門
的
な
知
見

を
生
か
し
、
こ
の
研
究
の
ほ
か
に
も

漁
業
や
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、

地
域
活
性
化
、
人
材
育
成
な
ど
多
岐

に
わ
た
り
今
後
協
力
し
合
う
こ
と
を

目
的
に
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
川
添
町
長
、
東
学
長
、

丁
子
校
長
に
よ
る
署
名
が
行
わ
れ
た

あ
と
、
３
人
が
力
強
く
手
を
取
り
合

い
、
川
添
町
長
が
「
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
研
究
を
進
め
高
い
技
術
を
持
つ

長
岡
技
科
大
と
締
結
で
き
た
こ
と
は

非
常
に
心
強
い
。
今
回
の
協
定
を
将

来
に
わ
た
り
長
く
実
行
し
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
東
学
長
は
「
地

方
創
生
、
地
域
活
性
化
に
関
し
て
、

全
国
に
先
駆
け
た
モ
デ
ル
と
な
る
よ

う
大
学
全
体
で
進
め
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

今
回
締
結
し
た
協
定
の
内
容

(1)
農
業
・
漁
業
・
工
業
の
振
興
に
関

　

す
る
こ
と

(2)
環
境
問
題
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、

　

食
糧
問
題
、
景
観
問
題
な
ど
の
解

　

決
に
関
す
る
こ
と

(3)
文
化
・
教
育
及
び
学
術
の
振
興
・

　

発
展
に
関
す
る
こ
と

(4)
国
際
交
流
・
人
材
育
成
に
関
す
る

　

こ
と

(5) 

地
域
活
性
化
に
関
す
る
こ
と

(6)
施
設
の
相
互
利
用
に
関
す
る
こ
と

(7)
そ
の
他
３
者
が
必
要
と
認
め
る
事
項

長
岡
技
術
科
学
大
学
と
は
…

　

長
岡
技
科
大
は
、
実
践
的
・
創
造

的
能
力
を
備
え
た
指
導
的
技
術
者
の

養
成
と
い
う
社
会
的
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
た
め
昭
和
51
年
、
新
潟
県
長
岡
市

に
創
立
。
大
学
院
に
重
点
を
置
い
た

工
学
系
大
学
と
し
て
、
高
等
専
門
学

校
卒
業
生
を
主
た
る
対
象
と
し
、
現

在
約
２
５
０
０
人
の
学
生
が
在
籍
し

て
い
ま
す
。
そ
の
約
１
割
が
ア
ジ
ア

な
ど
諸
外
国
か
ら
の
留
学
生
と
な
っ

て
い
て
、高
度
な
学
力
と
技
学
力（
＝

現
場
力
＋
研
究
力
＋
想
像
力
＋
実
践

力
）
と
豊
か
な
人
間
性
を
持
ち
、
未

踏
領
域
・
未
踏
分
野
に
挑
戦
し
、
技

術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
興
せ
る
グ

ロ
ー
バ
ル
な
技
術
者
を
育
て
る
大
学

で
す
。

　

昨
年
の
日
本
経
済
新
聞
社
な
ど
が

行
っ
た
企
業
の
人
事
担
当
者
か
ら
見

た
大
学
の
イ
メ
ー
ジ
調
査
「
就
職
力

ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
は
、
名
だ
た
る
有

名
大
学
を
お
さ
え
同
大
学
が
１
位
と

な
り
ま
し
た
。

ジ
ャ
ガ
イ
モ
種
苗
生
産
に
関
す
る

取
り
組
み

　

長
岡
技
科
大
に
よ
る
ジ
ャ
ガ
イ
モ

の
種
苗
生
産
技
術
の
研
究
が
水
産
種

苗
セ
ン
タ
ー（
薄
井
）な
ど
で
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
研
究
で
は
、
同
セ
ン
タ
ー
で

汲
み
上
げ
て
い
る
地
下
海
水
を
利
用

し
、
ウ
イ
ル
ス
フ
リ
ー
（
無
菌
）
の

種
い
も
の
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
研
究
が
う
ま
く
い
け
ば
、

病
気
に
強
い
種
い
も
が
、
通
常
よ
り

も
早
い
ス
ピ
ー
ド
で
生
産
で
き
る
と

の
期
待
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
同

大
学
の
牧
慎
也
特
任
准
教
授
で
、
研

究
に
使
わ
れ
て
い
る
技
術
を
ブ
ド
ウ

な
ど
に
生
か
し
て
実
績
を
持
っ
て
い

る
か
た
で
す
。
牧
准
教
授
は
「
長
島

町
の
地
域
発
展
の
た
め
、
ジ
ャ
ガ
イ

モ
生
産
の
未
来
を
長
島
か
ら
世
界
へ

向
け
て
発
信
し
て
い
き
た
い
」
と
意

気
込
み
を
み
せ
ま
し
た
。

大
学
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す

　

３
月
17
日
～
19
日
、
本
協
定
に
伴

う
国
際
会
議
を
開
催
し
ま
す
。

　

会
議
に
は
、
国
内
外
か
ら
環
境
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
食
糧
問
題
に
詳
し
い

有
識
者
ら
を
本
町
に
招
き
、
町
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
資
源
や
食
糧
環
境
な
ど
の

視
察
を
踏
ま
え
意
見
交
換
を
行
う
内

容
（
予
定
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

↑幅広い分野で研究を行う長岡技科大
　のキャンパス
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